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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公表番号】特表2018-500014(P2018-500014A)
【公表日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2017-529747(P2017-529747)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  51/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/30     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　
   Ａ６１Ｋ   51/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月3日(2018.12.3)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）配列番号１８７で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１９
０で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｂ）配列番号１６９で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１７
２で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｃ）配列番号９１で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号９４で
表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｄ）配列番号９７で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１００
で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｅ）配列番号１０３で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１０
６で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｆ）配列番号１０９で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１１
２で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｇ）配列番号１１５で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１１
８で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｈ）配列番号１２１で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１２
４で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｉ）配列番号１２７で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１３
０で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｊ）配列番号１３３で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１３
６で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｋ）配列番号１３９で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１４
２で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｌ）配列番号１４５で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１４
８で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｍ）配列番号１５１で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１５
４で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｎ）配列番号１５７で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１６
０で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｏ）配列番号１６３で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１６
６で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｐ）配列番号１７５で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１７
８で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；または
（ｑ）配列番号１８１で表されるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；および配列番号１８
４で表されるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
を含む単離された抗体またはその抗原結合性断片であって、前記抗体またはその抗原結合
性部分はヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２】
（ａ）前記重鎖可変領域が配列番号１８６で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１８９で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｂ）前記重鎖可変領域が配列番号１６８で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１７１で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｃ）前記重鎖可変領域が配列番号９０で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして前
記軽鎖可変領域が配列番号９３で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｄ）前記重鎖可変領域が配列番号９６で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして前
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記軽鎖可変領域が配列番号９９で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｅ）前記重鎖可変領域が配列番号１０２で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１０５で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｆ）前記重鎖可変領域が配列番号１０８で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１１１で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｇ）前記重鎖可変領域が配列番号１１４で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１１７で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｈ）前記重鎖可変領域が配列番号１２０で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１２３で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｉ）前記重鎖可変領域が配列番号１２６で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１２９で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｊ）前記重鎖可変領域が配列番号１３２で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１３５で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｋ）前記重鎖可変領域が配列番号１３８で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１４１で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｌ）前記重鎖可変領域が配列番号１４４で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１４７で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｍ）前記重鎖可変領域が配列番号１５０で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１５３で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｎ）前記重鎖可変領域が配列番号１５６で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１５９で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｏ）前記重鎖可変領域が配列番号１６２で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１６５で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｐ）前記重鎖可変領域が配列番号１７４で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１７７で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；または
（ｑ）前記重鎖可変領域が配列番号１８０で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１８３で表されるアミノ酸配列をさらに含む、
請求項１に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項３】
（ａ）前記重鎖可変領域が配列番号１８５で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１８８で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｂ）前記重鎖可変領域が配列番号１６７で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１７０で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｃ）前記重鎖可変領域が配列番号８９で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして前
記軽鎖可変領域が配列番号９２で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｄ）前記重鎖可変領域が配列番号９５で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして前
記軽鎖可変領域が配列番号９８で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｅ）前記重鎖可変領域が配列番号１０１で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１０４で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｆ）前記重鎖可変領域が配列番号１０７で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１１０で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｇ）前記重鎖可変領域が配列番号１１３で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１１６で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｈ）前記重鎖可変領域が配列番号１１９で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１２２で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｉ）前記重鎖可変領域が配列番号１２５で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１２８で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｊ）前記重鎖可変領域が配列番号１３１で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１３４で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｋ）前記重鎖可変領域が配列番号１３７で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
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前記軽鎖可変領域が配列番号１４０で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｌ）前記重鎖可変領域が配列番号１４３で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１４６で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｍ）前記重鎖可変領域が配列番号１４９で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１５２で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｎ）前記重鎖可変領域が配列番号１５５で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１５８で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｏ）前記重鎖可変領域が配列番号１６１で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１６４で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；
（ｐ）前記重鎖可変領域が配列番号１７３で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１７６で表されるアミノ酸配列をさらに含むか；または
（ｑ）前記重鎖可変領域が配列番号１７９で表されるアミノ酸配列をさらに含み；そして
前記軽鎖可変領域が配列番号１８２で表されるアミノ酸配列をさらに含む、
請求項１または２に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項４】
　ＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３ドメインを含む重鎖可変領域と；ＣＤＲ１、ＣＤＲ
２およびＣＤＲ３ドメインを含む軽鎖可変領域とを含む単離された抗体またはその抗原結
合性断片であって、前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ３ドメインは、
（ａ）配列番号６５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号６６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｂ）配列番号５３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号５４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｃ）配列番号１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番号
２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｄ）配列番号５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番号
６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｅ）配列番号９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番号
１０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｆ）配列番号１３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号１４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｇ）配列番号１７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号１８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｈ）配列番号２１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号２２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｉ）配列番号２５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号２６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｊ）配列番号２９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号３０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｋ）配列番号３３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号３４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｌ）配列番号３７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号３８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｍ）配列番号４１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号４２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｎ）配列番号４５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号４６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｏ）配列番号４９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号５０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｐ）配列番号５７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号５８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；ならびに
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（ｑ）配列番号６１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ３；および配列番
号６２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
からなる群から選択される、抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項５】
　前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ２ドメインが、
（ａ）配列番号６５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号６６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｂ）配列番号５３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号５４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｃ）配列番号１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｄ）配列番号５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｅ）配列番号９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
１０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｆ）配列番号１３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号１４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｇ）配列番号１７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号１８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｈ）配列番号２１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号２２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｉ）配列番号２５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号２６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｊ）配列番号２９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号３０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｋ）配列番号３３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号３４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｌ）配列番号３７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号３８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｍ）配列番号４１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号４２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｎ）配列番号４５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号４６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｏ）配列番号４９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号５０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｐ）配列番号５７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号５８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；ならびに
（ｑ）配列番号６１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号６２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ２；
からなる群から選択される、請求項４に記載の抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項６】
　前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ１ドメインが、
（ａ）配列番号６５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号６６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｂ）配列番号５３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号５４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｃ）配列番号１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番号
２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｄ）配列番号５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番号
６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
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（ｅ）配列番号９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番号
１０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｆ）配列番号１３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号１４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｇ）配列番号１７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号１８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｈ）配列番号２１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号２２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｉ）配列番号２５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号２６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｊ）配列番号２９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号３０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｋ）配列番号３３で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号３４で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｌ）配列番号３７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号３８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｍ）配列番号４１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号４２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｎ）配列番号４５で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号４６で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｏ）配列番号４９で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号５０で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｐ）配列番号５７で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号５８で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；ならびに
（ｑ）配列番号６１で表される重鎖可変領域配列の重鎖可変領域ＣＤＲ１；および配列番
号６２で表される軽鎖可変領域配列の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
からなる群から選択される、請求項４または５に記載の抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項７】
　前記重鎖可変領域が、
（ａ）配列番号１８５、１８６および１８７で表されるアミノ酸配列；
（ｂ）配列番号１６７、１６８および１６９で表されるアミノ酸配列；
（ｃ）配列番号８９、９０および９１で表されるアミノ酸配列；
（ｄ）配列番号９５、９６および９７で表されるアミノ酸配列；
（ｅ）配列番号１０１、１０２および１０３で表されるアミノ酸配列；
（ｆ）配列番号１０７、１０８および１０９で表されるアミノ酸配列；
（ｇ）配列番号１１３、１１４および１１５で表されるアミノ酸配列；
（ｈ）配列番号１１９、１２０および１２１で表されるアミノ酸配列；
（ｉ）配列番号１２５、１２６および１２７で表されるアミノ酸配列；
（ｊ）配列番号１３１、１３２および１３３で表されるアミノ酸配列；
（ｋ）配列番号１３７、１３８および１３９で表されるアミノ酸配列；
（ｌ）配列番号１４３、１４４および１４５で表されるアミノ酸配列；
（ｍ）配列番号１４９、１５０および１５１で表されるアミノ酸配列；
（ｎ）配列番号１５５、１５６および１５７で表されるアミノ酸配列；
（ｏ）配列番号１６１、１６２および１６３で表されるアミノ酸配列；
（ｐ）配列番号１７３、１７４および１７５で表されるアミノ酸配列；または
（ｑ）配列番号１７９、１８０および１８１で表されるアミノ酸配列
を含む、請求項１から６までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合
性部分。
【請求項８】
　前記軽鎖可変領域が、
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（ａ）配列番号１８８、１８９および１９０で表されるアミノ酸配列；
（ｂ）配列番号１７０、１７１および１７２で表されるアミノ酸配列；
（ｃ）配列番号９２、９３および９４で表されるアミノ酸配列；
（ｄ）配列番号９８、９９および１００で表されるアミノ酸配列；
（ｅ）配列番号１０４、１０５および１０６で表されるアミノ酸配列；
（ｆ）配列番号１１０、１１１および１１２で表されるアミノ酸配列；
（ｇ）配列番号１１６、１１７および１１８で表されるアミノ酸配列；
（ｈ）配列番号１２２、１２３および１２４で表されるアミノ酸配列；
（ｉ）配列番号１２８、１２９および１３０で表されるアミノ酸配列；
（ｊ）配列番号１３４、１３５および１３６で表されるアミノ酸配列；
（ｋ）配列番号１４０、１４１および１４２で表されるアミノ酸配列；
（ｌ）配列番号１４６、１４７および１４８で表されるアミノ酸配列；
（ｍ）配列番号１５２、１５３および１５４で表されるアミノ酸配列；
（ｎ）配列番号１５８、１５９および１６０で表されるアミノ酸配列；
（ｏ）配列番号１６４、１６５および１６６で表されるアミノ酸配列；
（ｐ）配列番号１７６、１７７および１７８で表されるアミノ酸配列；または
（ｑ）配列番号１８２、１８３および１８４で表されるアミノ酸配列
を含む、請求項１から７までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合
性部分。
【請求項９】
（ａ）前記重鎖可変領域が、配列番号１８５、１８６および１８７で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１８８、１８９および１９０で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｂ）前記重鎖可変領域が、配列番号１６７、１６８および１６９で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１７０、１７１および１７２で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｃ）前記重鎖可変領域が、配列番号８９、９０および９１で表されるアミノ酸配列を含
み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号９２、９３および９４で表されるアミノ酸配列
を含むか；
（ｄ）前記重鎖可変領域が、配列番号９５、９６および９７で表されるアミノ酸配列を含
み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号９８、９９および１００で表されるアミノ酸配
列を含むか；
（ｅ）前記重鎖可変領域が、配列番号１０１、１０２および１０３で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１０４、１０５および１０６で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｆ）前記重鎖可変領域が、配列番号１０７、１０８および１０９で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１１０、１１１および１１２で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｇ）前記重鎖可変領域が、配列番号１１３、１１４および１１５で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１１６、１１７および１１８で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｈ）前記重鎖可変領域が、配列番号１１９、１２０および１２１で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１２２、１２３および１２４で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｉ）前記重鎖可変領域が、配列番号１２５、１２６および１２７で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１２８、１２９および１３０で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｊ）前記重鎖可変領域が、配列番号１３１、１３２および１３３で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１３４、１３５および１３６で表される
アミノ酸配列を含むか；
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（ｋ）前記重鎖可変領域が、配列番号１３７、１３８および１３９で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１４０、１４１および１４２で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｌ）前記重鎖可変領域が、配列番号１４３、１４４および１４５で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１４６、１４７および１４８で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｍ）前記重鎖可変領域が、配列番号１４９、１５０および１５１で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１５２、１５３および１５４で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｎ）前記重鎖可変領域が、配列番号１５５、１５６および１５７で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１５８、１５９および１６０で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｏ）前記重鎖可変領域が、配列番号１６１、１６２および１６３で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１６４、１６５および１６６で表される
アミノ酸配列を含むか；
（ｐ）前記重鎖可変領域が、配列番号１７３、１７４および１７５で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１７６、１７７および１７８で表される
アミノ酸配列を含むか；または
（ｑ）前記重鎖可変領域が、配列番号１７９、１８０および１８１で表されるアミノ酸配
列を含み；そして前記軽鎖可変領域が、配列番号１８２、１８３および１８４で表される
アミノ酸配列を含む、
請求項１から８までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項１０】
　前記重鎖可変領域が、配列番号６５、５３、１、５、９、１３、１７、２１、２５、２
９、３３、３７、４１、４５、４９、５７および６１からなる群から選択されるアミノ酸
配列を含む、請求項１から９までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原
結合性部分。
【請求項１１】
　前記軽鎖可変領域が、配列番号６６、５４、２、６、１０、１４、１８、２２、２６、
３０、３４、３８、４２、４６、５０、５８および６２からなる群から選択されるアミノ
酸配列を含む、請求項１から１０までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその
抗原結合性部分。
【請求項１２】
（ａ）前記重鎖可変領域が、配列番号６５、５３、１、５、９、１３、１７、２１、２５
、２９、３３、３７、４１、４５、４９、５７および６１からなる群から選択されるアミ
ノ酸配列を含み；そして（ｂ）前記軽鎖可変領域が、配列番号６６、５４、２、６、１０
、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５０、５８および６２から
なる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１から１１までのいずれか一項に記載
の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項１３】
（ａ）前記重鎖可変領域が配列番号６５で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号６６で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｂ）前記重鎖可変領域が配列番号５３で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号５４で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｃ）前記重鎖可変領域が配列番号１で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽鎖
可変領域が配列番号２で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｄ）前記重鎖可変領域が配列番号５で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽鎖
可変領域が配列番号６で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｅ）前記重鎖可変領域が配列番号９で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽鎖
可変領域が配列番号１０で表されるアミノ酸配列を含むか；
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（ｆ）前記重鎖可変領域が配列番号１３で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号１４で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｇ）前記重鎖可変領域が配列番号１７で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号１８で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｈ）前記重鎖可変領域が配列番号２１で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号２２で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｉ）前記重鎖可変領域が配列番号２５で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号２６で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｊ）前記重鎖可変領域が配列番号２９で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号３０で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｋ）前記重鎖可変領域が配列番号３３で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号３４で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｌ）前記重鎖可変領域が配列番号３７で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号３８で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｍ）前記重鎖可変領域が配列番号４１で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号４２で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｎ）前記重鎖可変領域が配列番号４５で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号４６で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｏ）前記重鎖可変領域が配列番号４９で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号５０で表されるアミノ酸配列を含むか；
（ｐ）前記重鎖可変領域が配列番号５７で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号５８で表されるアミノ酸配列を含むか；または
（ｑ）前記重鎖可変領域が配列番号６１で表されるアミノ酸配列を含み、そして、前記軽
鎖可変領域が配列番号６２で表されるアミノ酸配列を含む、
請求項１から１２までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分
。
【請求項１４】
　配列番号７１に記載のアミノ酸配列を含むヒトＢＣＭＡに結合する、請求項１から１３
までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項１５】
　配列番号７１のアミノ酸１４～２２を含むエピトープ領域に結合する、請求項１から１
４までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
【請求項１６】
　ヒトＢＭＣＡに約１×１０－９Ｍから約１×１０－８Ｍまでの結合親和性（ＫＤ）で結
合する、請求項１から１５までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結
合性部分。
【請求項１７】
　配列番号７２～８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１から１６
までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１８】
　ヒト可変領域フレームワーク領域を含む、請求項１から１７までのいずれか一項に記載
の単離された抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項１９】
　完全ヒト抗体またはその抗原結合性断片である、請求項１から１８までのいずれか一項
に記載の単離された抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２０】
　キメラ抗体もしくはヒト化抗体またはそれらの抗原結合性断片である、請求項１から１
８までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性断片。
【請求項２１】
　前記抗体の抗原結合性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖまたは単鎖Ｆ
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ｖ（ｓｃＦｖ）である、請求項１から２０までのいずれか一項に記載の単離された抗体ま
たはその抗原結合性断片。
【請求項２２】
　請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片と、薬学
的に許容される担体とを含む組成物。
【請求項２３】
　請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を治療剤
と連結した免疫コンジュゲート。
【請求項２４】
　前記治療剤が、薬物、細胞毒、または放射性同位元素である、請求項２３に記載の免疫
コンジュゲート。
【請求項２５】
　請求項２３または２４に記載の免疫コンジュゲートと、薬学的に許容される担体とを含
む組成物。
【請求項２６】
　請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を第２の
機能性部分と連結した二重特異性分子。
【請求項２７】
　前記第２の機能性部分が、前記抗体またはその抗原結合性断片とは異なる結合特異性を
有する、請求項２６に記載の二重特異性分子。
【請求項２８】
　前記第２の機能性部分が、免疫細胞に対する結合特異性を有する、請求項２６または２
７に記載の二重特異性分子。
【請求項２９】
　前記第２の機能性部分が、ＣＤ３に対する結合特異性を有する、請求項２６から２８ま
でのいずれか一項に記載の二重特異性分子。
【請求項３０】
　請求項２６から２９までのいずれか一項に記載の二重特異性分子と、薬学的に許容され
る担体とを含む組成物。
【請求項３１】
　請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片をコード
する、単離された核酸。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の核酸分子を含む発現ベクター。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項３４】
　全細胞または組織中のＢＣＭＡを検出するための、請求項１から２１までのいずれか一
項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む組成物であって、前記組成物が、細胞ま
たは組織と接触させられることを特徴とし、前記抗体またはその抗原結合性断片が、検出
可能な標識を含み、
　前記細胞または組織に付随する検出可能な標識の量を測定することによって前記細胞ま
たは組織に結合した標識された抗体またはその抗原結合性断片の量が決定され、結合した
抗体またはその抗原結合性断片の量が前記細胞または組織中のＢＣＭＡの量を示すことを
特徴とする、組成物。
【請求項３５】
　対象における腫瘍を処置するための医薬の製造における、請求項１から２１までのいず
れか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片の使用。
【請求項３６】
　前記腫瘍細胞の数が減少させられるか、前記腫瘍のサイズが縮小させられるか、および
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／または前記対象における前記腫瘍が根絶させられる、請求項３５に記載の使用。
【請求項３７】
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、慢性リンパ球性
白血病（ＣＬＬ）、神経膠芽腫、およびワルデンシュトレームマクログロブリン血症から
なる群から選択される、請求項３５または３６に記載の使用。
【請求項３８】
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫である、請求項３７に記載の使用。
【請求項３９】
　前記対象がヒトである、請求項３５から３８までのいずれか一項に記載の使用。
【請求項４０】
　請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む、
腫瘍を処置するためのキット。
【請求項４１】
　腫瘍を有する対象を処置するための前記抗体またはその抗原結合性断片の使用に関する
使用説明書をさらに含む、請求項４０に記載のキット。
【請求項４２】
　前記腫瘍が多発性骨髄腫である、請求項４０または４１に記載のキット。
【請求項４３】
　対象における腫瘍を処置するための、請求項１から２１までのいずれか一項に記載の抗
体またはその抗原結合性断片を含む組成物。
【請求項４４】
　前記腫瘍細胞の数を減少させるか、前記腫瘍のサイズを縮小させるか、および／または
前記対象における前記腫瘍を根絶する、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、慢性リンパ球性
白血病（ＣＬＬ）、神経膠芽腫、およびワルデンシュトレームマクログロブリン血症から
なる群から選択される、請求項４３または４４に記載の組成物。
【請求項４６】
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫である、請求項４５に記載の組成物。
【請求項４７】
　前記対象がヒトである、請求項４３から４６までのいずれか一項に記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２６】
　理解を明瞭にするために前述の本開示の主題を図表および実施例によって一部詳細に記
載したが、説明および実施例は、本開示の主題の範囲を限定するものと解釈されるべきで
はない。本明細書において引用されている全ての特許および科学文献の開示は、それらの
全体が参照により明白に組み入れられる。
　本発明の実施形態の例として、以下の項目が挙げられる。
（項目１）
　配列番号１、５、９、１３、１７、２１、２５、２９、３３、３７、４１、４５、４９
、５３、５７、６１、および６５からなる群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも約
８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約
８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約
９６％、約９７％、約９８％または約９９％相同であるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性断片。
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（項目２）
　配列番号２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５
０、５４、５８、６２、および６６からなる群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも
約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、
約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、
約９６％、約９７％、約９８％または約９９％相同であるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領
域を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性断片
。
（項目３）
　（ａ）配列番号１、５、９、１３、１７、２１、２５、２９、３３、３７、４１、４５
、４９、５３、５７、６１、および６５からなる群から選択されるアミノ酸配列と少なく
とも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７
％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５
％、約９６％、約９７％、約９８％または約９９％相同であるアミノ酸配列を含む重鎖可
変領域、ならびに
　（ｂ）配列番号２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４
６、５０、５４、５８、６２、および６６からなる群から選択されるアミノ酸配列と少な
くとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約８６％、約８
７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約９４％、約９
５％、約９６％、約９７％、約９８％または約９９％相同であるアミノ酸配列を含む軽鎖
可変領域
を含み、
ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性断片。
（項目４）
　重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む、単離された抗体またはその抗原結合性断片で
あって、前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域は、
（ａ）配列番号１で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％
、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％
、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約
９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号２で表され
る配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約
８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約
９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列を有
するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｂ）配列番号５で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％
、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％
、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約
９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号６で表され
る配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、約
８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約
９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列を有
するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｃ）配列番号９で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％
、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％
、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約
９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号１０で表さ
れる配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％、
約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、
約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列を
有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
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（ｄ）配列番号１３で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号１４で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｅ）配列番号１７で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号１８で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｆ）配列番号２１で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号２２で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｇ）配列番号２５で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号２６で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｈ）配列番号２９で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号３０で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｉ）配列番号３３で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号３４で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｊ）配列番号３７で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
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％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号３８で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｋ）配列番号４１で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号４２で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｌ）配列番号４５で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号４６で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｍ）配列番号４９で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号５０で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｎ）配列番号５３で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号５４で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｏ）配列番号５７で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号５８で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｐ）配列番号６１で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号６２で表
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される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；ならびに
（ｑ）配列番号６５で表される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３
％、約８４％、約８５％、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１
％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは
約９９％相同である配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配列番号６６で表
される配列と少なくとも約８０％、約８１％、約８２％、約８３％、約８４％、約８５％
、約８６％、約８７％、約８８％、約８９％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％
、約９４％、約９５％、約９６％、約９７％、約９８％もしくは約９９％相同である配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域
からなる群から選択され、前記抗体またはその抗原結合性断片はヒトＢＣＭＡに特異的に
結合する、抗体またはその抗原結合性断片。
（項目５）
　配列番号１、５、９、１３、１７、２１、２５、２９、３３、３７、４１、４５、４９
、５３、５７、６１、６５、およびその保存的改変からなる群から選択されるアミノ酸配
列を含む重鎖可変領域を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体または
その抗原結合性断片。
（項目６）
　配列番号２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５
０、５４、５８、６２、６６、およびその保存的改変からなる群から選択されるアミノ酸
配列を含む軽鎖可変領域を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体また
はその抗原結合性断片。
（項目７）
　（ａ）配列番号１、５、９、１３、１７、２１、２５、２９、３３、３７、４１、４５
、４９、５３、５７、６１、６５、およびその保存的改変からなる群から選択されるアミ
ノ酸配列を含む重鎖可変領域、ならびに
　（ｂ）配列番号２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４
６、５０、５４、５８、６２、６６、およびその保存的改変からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含む軽鎖可変領域
を含み、
ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性断片。
（項目８）
（ａ）配列番号１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｂ）配列番号５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｃ）配列番号９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号１０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｄ）配列番号１３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｅ）配列番号１７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｆ）配列番号２１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｇ）配列番号２５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｈ）配列番号２９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
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（ｉ）配列番号３３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｊ）配列番号３７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｋ）配列番号４１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｌ）配列番号４５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｍ）配列番号４９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｎ）配列番号５３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｏ）配列番号５７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｐ）配列番号６１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；または
（ｑ）配列番号６５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域
を含む、項目１～７のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目９）
　ＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３ドメインを含む重鎖可変領域と；ＣＤＲ１、ＣＤＲ
２およびＣＤＲ３ドメインを含む軽鎖可変領域とを含む単離された抗体またはその抗原結
合性断片であって、前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ３ドメインは、
（ａ）配列番号９１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３および
その保存的改変；ならびに配列番号９４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変
領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｂ）配列番号９７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３および
その保存的改変；ならびに配列番号１００で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可
変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｃ）配列番号１０３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１０６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｄ）配列番号１０９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｅ）配列番号１１５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｆ）配列番号１２１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１２４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｇ）配列番号１２７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１３０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｈ）配列番号１３３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１３６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｉ）配列番号１３９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
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（ｊ）配列番号１４５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｋ）配列番号１５１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１５４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｌ）配列番号１５７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１６０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｍ）配列番号１６３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１６６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｎ）配列番号１６９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｏ）配列番号１７５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｐ）配列番号１８１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１８４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と；
（ｑ）配列番号１８７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１９０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ３およびその保存的改変と
からなる群から選択され、前記抗体またはその抗原結合性部分はヒトＢＣＭＡに特異的に
結合する、抗体またはその抗原結合性断片。
（項目１０）
　前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ２ドメインが、
（ａ）配列番号９０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２および
その保存的改変；ならびに配列番号９３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変
領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｂ）配列番号９６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２および
その保存的改変；ならびに配列番号９９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変
領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｃ）配列番号１０２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１０５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｄ）配列番号１０８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１１で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変；
（ｅ）配列番号１１４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｆ）配列番号１２０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１２３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｇ）配列番号１２６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１２９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｈ）配列番号１３２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
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びその保存的改変；ならびに配列番号１３５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｉ）配列番号１３８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４１で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｊ）配列番号１４４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｋ）配列番号１５０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１５３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｌ）配列番号１５６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１５９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｍ）配列番号１６２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１６５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｎ）配列番号１６８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７１で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｏ）配列番号１７４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｐ）配列番号１８０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１８３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と；
（ｑ）配列番号１８６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１８９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ２およびその保存的改変と
からなる群から選択される、項目９に記載の抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１１）
　前記重鎖可変領域および軽鎖可変領域ＣＤＲ１ドメインが、
（ａ）配列番号８９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１および
その保存的改変；ならびに配列番号９２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変
領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｂ）配列番号９５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１および
その保存的改変；ならびに配列番号９８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変
領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｃ）配列番号１０１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１０４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｄ）配列番号１０７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｅ）配列番号１１３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１１６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｆ）配列番号１１９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１２２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；



(19) JP 2018-500014 A5 2019.1.17

（ｇ）配列番号１２５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１２８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｈ）配列番号１３１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１３４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｉ）配列番号１３７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｊ）配列番号１４３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１４６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｋ）配列番号１４９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１５２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｌ）配列番号１５５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１５８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｍ）配列番号１６１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１６４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｎ）配列番号１６７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｏ）配列番号１７３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１７６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｐ）配列番号１７９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１８２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と；
（ｑ）配列番号１８５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１およ
びその保存的改変；ならびに配列番号１８８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖
可変領域ＣＤＲ１およびその保存的改変と
からなる群から選択される、項目９または１０に記載の抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１２）
　ＣＤＲ配列の１つまたは複数が、最大約３カ所のアミノ酸置換を有する、項目５から７
まで、および項目９から１１までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原
結合性部分。
（項目１３）
　ＣＤＲ配列の１つまたは複数が、最大約５カ所のアミノ酸置換を有する、項目５から７
まで、および項目９から１１までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原
結合性部分。
（項目１４）
（ａ）配列番号８９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
番号９０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
９１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｂ）配列番号９５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
番号９６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
９７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｃ）配列番号１０１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
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列番号１０２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１０３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｄ）配列番号１０７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１０８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１０９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｅ）配列番号１１３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１１４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１１５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｆ）配列番号１１９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１２１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｇ）配列番号１２５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１２７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｈ）配列番号１３１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１３２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１３３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｉ）配列番号１３７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１３８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１３９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｊ）配列番号１４３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１４４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１４５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｋ）配列番号１４９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１５０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１５１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｌ）配列番号１５５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１配列
番号１５６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号１５７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｍ）配列番号１６１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１６２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１６３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｎ）配列番号１６７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１６８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１６９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｏ）配列番号１７３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１７４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１７５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｐ）配列番号１７９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１８１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；あるいは
（ｑ）配列番号１８５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１８７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３
を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１５）
（ａ）配列番号９２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
番号９３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号
９４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｂ）配列番号９８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
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番号９９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１００
で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｃ）配列番号１０４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１０５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１０６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｄ）配列番号１１０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１１１を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１１２で表される配列を有す
るアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｅ）配列番号１１６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１１７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１１８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｆ）配列番号１２２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１２４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｇ）配列番号１２８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１３０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｈ）配列番号１３４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１３５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１３６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｉ）配列番号１４０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１４１で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１４２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｊ）配列番号１４６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１４７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１４８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｋ）配列番号１５２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１５３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１５４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｌ）配列番号１５８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１配列
番号１５９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番
号１６０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｍ）配列番号１６４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１６５で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１６６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｎ）配列番号１７０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１７１で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１７２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｏ）配列番号１７６で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１７７で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１７８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｐ）配列番号１８２で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８３で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１８４で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；ｏｒ
（ｑ）配列番号１８８で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８９で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列
番号１９０で表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含み、ヒトＢＣＭＡに特異的に結合する、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１６）
（ａ）配列番号８９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
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番号９０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号９１で
表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号９２で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号９３で表される配列を有する
アミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号９４で表される配列を有するアミ
ノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｂ）配列番号９５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列
番号９６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号９７で
表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号９８で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号９９で表される配列を有する
アミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１００で表される配列を有するア
ミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｃ）配列番号１０１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１０２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
０３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１０４で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１０５で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１０６で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｄ）配列番号１０７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１０８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
０９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１１０で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１１１で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１１２で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｅ）配列番号１１３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１１４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
１５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１１６で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１１７で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１１８で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｆ）配列番号１１９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
２１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１２２で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１２３で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１２４で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｇ）配列番号１２５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１２６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
２７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１２８で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１２９で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１３０で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｈ）配列番号１３１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１３２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
３３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１３４で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１３５で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１３６で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｉ）配列番号１３７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１３８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
３９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１４０で表
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される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１４１で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１４２で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｊ）配列番号１４３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１４４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
４５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１４６で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１４７で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１４８で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｋ）配列番号１４９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１５０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
５１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１５２で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１５３で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１５４で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｌ）配列番号１５５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１５６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
５７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１５８で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１５９で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１６０で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｍ）配列番号１６１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１６２で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
６３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１６４で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１６５で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１６６で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｎ）配列番号１６７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１６８で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
６９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１７０で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１７１で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１７２で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｏ）配列番号１７３で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１７４で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
７５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１７６で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１７７で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１７８で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｐ）配列番号１７９で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８０で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
８１で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１８２で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１８３で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１８４で表される配列
を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；あるいは
（ｑ）配列番号１８５で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；配
列番号１８６で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；配列番号１
８７で表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；配列番号１８８で表
される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号１８９で表される配
列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および配列番号１９０で表される配列
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を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３
を含む、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１７）
　配列番号７１に記載のアミノ酸配列を含むヒトＢＣＭＡに結合する、項目１から１６ま
でのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１８）
　配列番号７１のアミノ酸１４～２２を含むエピトープ領域に結合する、項目１から１７
までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目１９）
　配列番号２１で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＨおよび配列番号２２で表され
る配列を有するアミノ酸を含むＶＬを含む、項目１８に記載の単離された抗体またはその
抗原結合性部分。
（項目２０）
　配列番号１１９で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＨ　ＣＤＲ１、配列番号１２
０で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＨ　ＣＤＲ２、配列番号１２１で表される配
列を有するアミノ酸を含むＶＨ　ＣＤＲ３、配列番号１２２で表される配列を有するアミ
ノ酸を含むＶＬ　ＣＤＲ１、配列番号１２３で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＬ

　ＣＤＲ２、および配列番号１２４で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＬ　ＣＤＲ
３を含む、項目１８または１９に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２１）
　項目１から２０までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分
とヒトＢＣＭＡへの結合について交差競合する、単離された抗体またはその抗原結合性部
分。
（項目２２）
　項目１から２０までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分
と同じヒトＢＣＭＡ上のエピトープに結合する、単離された抗体またはその抗原結合性部
分。
（項目２３）
（ａ）配列番号１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｂ）配列番号５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｃ）配列番号９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号１０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｄ）配列番号１３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｅ）配列番号１７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｆ）配列番号２１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｇ）配列番号２５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｈ）配列番号２９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｉ）配列番号３３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｊ）配列番号３７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｋ）配列番号４１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
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（ｌ）配列番号４５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｍ）配列番号４９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｎ）配列番号５３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｏ）配列番号５７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｐ）配列番号６１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；または
（ｑ）配列番号６５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域
を含む参照抗体またはその参照抗原結合性部分と、ヒトＢＣＭＡへの結合について交差競
合する、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２４）
（ａ）配列番号１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｂ）配列番号５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｃ）配列番号９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および配
列番号１０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｄ）配列番号１３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｅ）配列番号１７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号１８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｆ）配列番号２１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｇ）配列番号２５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号２６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｈ）配列番号２９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｉ）配列番号３３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｊ）配列番号３７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号３８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｋ）配列番号４１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｌ）配列番号４５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号４６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｍ）配列番号４９によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５０によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｎ）配列番号５３によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５４によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｏ）配列番号５７によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号５８によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；
（ｐ）配列番号６１によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６２によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域；または
（ｑ）配列番号６５によって表される配列を有するアミノ酸を含む重鎖可変領域、および
配列番号６６によって表される配列を有するアミノ酸を含む軽鎖可変領域
を含む参照抗体またはその参照抗原結合性部分と同じヒトＢＣＭＡ上のエピトープに結合
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する、単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２５）
　配列番号７１に記載のアミノ酸配列を含むヒトＢＣＭＡに結合する、項目２１から２４
までのいずれか一項に記載の単離された交差競合する抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２６）
　配列番号７１のアミノ酸１４～２２を含むエピトープ領域に結合する、項目２１から２
４までのいずれか一項に記載の単離された交差競合する抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２７）
　参照抗体またはその抗原結合性部分が、配列番号２１で表される配列を有するアミノ酸
を含むＶＨおよび配列番号２２で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＬを含む、項目
２６に記載の単離された抗体またはその抗原結合性部分。
（項目２８）
　参照抗体または抗原結合性部分が、配列番号１１９で表される配列を有するアミノ酸を
含むＶＨ　ＣＤＲ１、配列番号１２０で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＨ　ＣＤ
Ｒ２、配列番号１２１で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＨ　ＣＤＲ３、配列番号
１２２で表される配列を有するアミノ酸を含むＶＬ　ＣＤＲ１、配列番号１２３で表され
る配列を有するアミノ酸を含むＶＬ　ＣＤＲ２、および配列番号１２４で表される配列を
有するアミノ酸を含むＶＬ　ＣＤＲ３を含む、項目６または２７に記載の単離された抗体
またはその抗原結合性部分。
（項目２９）
　ヒトＢＭＣＡに約１×１０－９Ｍから約１×１０－８Ｍまでの結合親和性（ＫＤ）で結
合する、項目１から２８までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその抗原結合
性部分。
（項目３０）
　配列番号７２～８８からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、単離された抗体ま
たはその抗原結合性断片。
（項目３１）
　ヒト可変領域フレームワーク領域を含む、項目１から３０までのいずれか一項に記載の
抗体またはその抗原結合性断片。
（項目３２）
　完全ヒト抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から３０までのいずれか一項に
記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目３３）
　キメラ抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から３０までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目３４）
　ヒト化抗体またはその抗原結合性断片である、項目１から３０までのいずれか一項に記
載の抗体またはその抗原結合性部分。
（項目３５）
　前記抗体の抗原結合性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆｖまたは単鎖Ｆ
ｖ（ｓｃＦｖ）である、項目１から３４までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原
結合性断片。
（項目３６）
　項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片と、薬学的
に許容される担体とを含む組成物。
（項目３７）
　項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を治療剤と
連結した免疫コンジュゲート。
（項目３８）
　前記治療剤が、薬物、細胞毒、または放射性同位元素である、項目３７に記載の免疫コ
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ンジュゲート。
（項目３９）
　項目３７または３８に記載の免疫コンジュゲートと、薬学的に許容される担体とを含む
組成物。
（項目４０）
　項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を第２の機
能性部分と連結した二重特異性分子。
（項目４１）
　前記第２の機能性部分が、前記抗体またはその抗原結合性断片とは異なる結合特異性を
有する、項目４０に記載の二重特異性分子。
（項目４２）
　前記第２の機能性部分が、免疫細胞に対する結合特異性を有する、項目４０または４１
に記載の二重特異性分子。
（項目４３）
　前記第２の機能性部分が、ＣＤ３に対する結合特異性を有する、項目４０から４２まで
のいずれか一項に記載の二重特異性分子。
（項目４４）
　項目４０から４３までのいずれか一項に記載の二重特異性分子と、薬学的に許容される
担体とを含む組成物。
（項目４５）
　項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片をコードす
る、単離された核酸。
（項目４６）
　項目４５に記載の核酸分子を含む発現ベクター。
（項目４７）
　項目４６に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
（項目４８）
　全細胞または組織中のＢＣＭＡを検出するための方法であって、
　細胞または組織を項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合
性断片と接触させるステップであり、前記抗体またはその抗原結合性断片が、検出可能な
標識を含むステップと、
　前記細胞または組織に付随する検出可能な標識の量を測定することによって前記細胞ま
たは組織に結合した標識された抗体またはその抗原結合性断片の量を決定するステップで
あり、結合した抗体またはその抗原結合性断片の量が前記細胞または組織中のＢＣＭＡの
量を示すステップと
を含む方法。
（項目４９）
　対象における腫瘍を処置する方法であって、前記対象に項目１から３５までのいずれか
一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を有効量で投与し、それにより、前記対象に
おける腫瘍細胞の死滅を誘導するステップを含む方法。
（項目５０）
　前記腫瘍細胞の数を減少させる、項目４９に記載の方法。
（項目５１）
　前記腫瘍のサイズを縮小させる、項目４９に記載の方法。
（項目５２）
　前記対象における前記腫瘍を根絶する、項目４９に記載の方法。
（項目５３）
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、慢性リンパ球性
白血病（ＣＬＬ）、神経膠芽腫、およびワルデンシュトレームマクログロブリン血症から
なる群から選択される、項目４９から５２までのいずれか一項に記載の方法。
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（項目５４）
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫である、項目５３に記載の方法。
（項目５５）
　前記対象がヒトである、項目４９から５４までのいずれか一項に記載の方法。
（項目５６）
　腫瘍を処置するための、項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗
原結合性断片の使用。
（項目５７）
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、慢性リンパ球性
白血病（ＣＬＬ）、神経膠芽腫、およびワルデンシュトレームマクログロブリン血症から
なる群から選択される、項目５６に記載の使用。
（項目５８）
　前記腫瘍が多発性骨髄腫である、項目５７に記載の使用。
（項目５９）
　対象における腫瘍の処置において使用するための、項目１から３５までのいずれか一項
に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目６０）
　前記腫瘍が、多発性骨髄腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、慢性リンパ球性
白血病（ＣＬＬ）、神経膠芽腫、およびワルデンシュトレームマクログロブリン血症から
なる群から選択される、項目５９に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目６１）
　前記腫瘍が多発性骨髄腫である、項目６０に記載の抗体またはその抗原結合性断片。
（項目６２）
　項目１から３５までのいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合性断片を含む、腫
瘍を処置するためのキット。
（項目６３）
　腫瘍を有する対象を処置するための前記抗体またはその抗原結合性断片の使用に関する
使用説明書をさらに含む、項目６２に記載のキット。
（項目６４）
　前記腫瘍が多発性骨髄腫である、項目６２または６３に記載のキット。
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